
ロータリエンコーダ 信号出力回路について 
 ロータリエンコーダの信号出力には、オープンコレクタ出力、エミッタフォロワ出力、トーテムポール出力と 
いった回路が使われています。それぞれの特長をまとめてみました。 

 出力回路形態 等価回路 特長 適応受信回路 

 
株式会社 小 野 測 器 

ベーシックな回路方式
Lレベルはスイッチが閉じるのでダイレクトに
0Vになるが、Hレベルは抵抗 Rを介するのでレ
ベルが不足気味となり、受信回路によっては動作
が不安定となる。 

低出力インピーダンス方式
Hレベルは接点が閉じるのでダイレクトに Vcc
になるが、Lレベルは抵抗 Rを介するのであが
り気味となり、受信回路によっては動作が不安
定となる。スイッチング動作では本方式のメリ
ットである低出力インピーダンスの特性を
100%生かせず。 
注:低インピーダンス出力方式は受信回路のイン
ピーダンスに影響されないメリットがある。 

受信電源フリー方式
このままでは回路が未完成なので、信号は出な
い。受信部の抵抗と電源のトータルで一人前。出
力回路の電源電圧に左右されないので、幅広い機
器に接続できる。 

プッシュプル動作方式
Hレベル、Lレベル用スイッチを専用で持ち、上
述方式の欠点を無くした。一方が ONすると他
方が自動的に OFFとなり、比較的受信回路の方
式を選ばない。 

プッシュプル動作方式
基本動作はトーテムポール出力と同じ。NPNと
PNPの極性の異なるトランジスタを組合せた回
路。H、L両レベルともエミッタ出力となり特性
に優れるが、トランジスタの相性を合わせるのが
困難なので特性要求の高いアナログ回路に使用
される。本方式は当社 RPシリーズでは採用して
おりません。 

長距離電装方式
通信専用 ICを使用する場合も有り。小野測器製
エンコーダは、RS-422規格を採用。信号線 2本
を出した平衡伝送を行い、差動入力で受けるので
同相ノイズに強い。 
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